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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第26期

第２四半期連結
累計期間

第27期
第２四半期連結
累計期間

第26期

会計期間
自　平成26年３月21日
至　平成26年９月20日

自　平成27年３月21日
至　平成27年９月20日

自　平成26年３月21日
至　平成27年３月20日

売上高 （千円） 2,065,705 2,184,585 4,503,608

経常利益 （千円） 349,754 425,292 759,296

四半期（当期）純利益 （千円） 180,439 249,964 47,038

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 183,317 241,882 50,822

純資産額 （千円） 4,401,040 4,379,896 4,326,538

総資産額 （千円） 5,496,263 5,448,646 5,479,988

１株当たり四半期（当期）純利益金

額
（円） 23.35 31.82 6.08

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 22.87 31.44 5.96

自己資本比率 （％） 80.1 80.4 79.0

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 84,583 225,322 233,391

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） 223 32,078 △132,480

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △176,234 △191,717 △122,212

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 2,013,225 2,159,766 2,094,601

 

回次
第26期
第２四半期
連結会計期間

第27期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年６月21日
至　平成26年９月20日

自　平成27年６月21日
至　平成27年９月20日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.07 12.91

  
（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の景気、雇用情勢は総じて改善傾向にあり、個人消費も

底堅い動きがみられる等、緩やかな回復基調にあります。一方で、美容業界におきましては、顧客単価の下落、来

店サイクルの長期化等、サロン※注１経営において厳しい環境が続いており、当社商品を販売するＡ・Ｃ・Ｓサロ

ン※注２においても同様の影響がありました。

このような状況のもと、当社グループは、営業方針を「顧客の創造・顧客の固定化」「カウンセリングの徹底」

「知識・技術習得の強化」「年間販促計画（キャンペーン）の活用推進」として掲げ、サロンの安定した経営サ

ポートを目指しました。また、スキンケア、ヘアケアのみならずボディケアを含めたトータル提案に対応できるよ

う、商品ラインアップの充実に取り組んでおります。

なお、Ａ・Ｃ・Ｓサロン登録軒数につきましては、当第２四半期連結会計期間末で6,992軒(前期末比234軒増)と

なりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,184百万円（前年同期比5.8％増）となりました。利益面で

は、営業利益361百万円（前年同期比5.8％増）、保険解約返戻金及び受取補償金計上の影響により経常利益425百

万円（前年同期比21.6％増）となり、四半期純利益は249百万円（前年同期比38.5％増）となりました。

 

区分別売上高は、売上割戻金を含めて次のとおりであります。

区分
前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 増減額 増減率

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

スキンケア 808 39.1 831 38.0 22 2.8

ヘアケア 1,191 57.7 1,207 55.3 16 1.4

カラー剤 － － 36 1.7 36 －

その他 196 9.5 259 11.9 62 32.1

売上割戻金 △131 △6.3 △149 △6.9 △18 －

合計 2,065 100.0 2,184 100.0 118 5.8

（注）１.イノベーション・アカデミー株式会社（連結子会社）、ADJUVANT HONG KONG COMPANY LIMITED（連結子

会社）の売上高は、金額が僅少であるため、その他に含んでおります。

２.売上割戻金は、商品ごとではなく売上高の合計を基準として割戻率を設定しているため、区分ごとに配

賦せず合計額で表示しております。

 

当社グループは、単一セグメントであるためセグメント別の記載はしておりませんが、区分別売上高の概要は以

下のとおりであります。

 

（スキンケア）

スキンケア商品の売上高は、３月にリニューアルしたメイクアップ商品や、10月リニューアルの美容液拡販に向

けてＡ・Ｃ・Ｓサロンスタッフ用キャンペーンを実施したことにより伸長いたしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は831百万円（前年同期比2.8％増）となりました。

（ヘアケア）

ヘアケア商品の売上高は、イオントリートメント機器が引き続き好調に推移し、Re:>>>シリーズも好調に推移い

たしました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は1,207百万円（前年同期比1.4％増）となりました。

（カラー剤）

糖とミネラルの研究で培ったノウハウを活かし、当社初のカラー剤であるRe:>>>Natural Colorを平成26年10月

に発売、平成27年２月には新色を追加発売いたしました。髪や頭皮への刺激を緩和しつつ髪色を楽しめるグレイカ

ラーとして、ヘアケアのRe:>>>シリーズ導入サロンを中心に営業活動を行いました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は36百万円となりました。
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（その他）

ボディケアシリーズにおきましては、商品ラインアップ充実を図るため、平成27年６月に発売したボディ用日焼

け止め等が売上に寄与いたしました。

また、ＭＡＰシステム※注３におきましては、当第２四半期連結会計期間末における契約件数が260件（前期末比

10件増）となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は259百万円（前年同期比32.1％増）となりました。

 

※注１「サロン」

美容室、理容室、エステティックサロンを指します。

※注２「Ａ・Ｃ・Ｓサロン」

初回に100千円以上の仕入を行い、当社グループが指導する商品の案内方法等を定めたＡ・Ｃ・Ｓ加盟規

約を遵守することを確約したサロンを指します。

※注３「ＭＡＰシステム」

サロンの顧客管理、経営分析のために提供しているクラウド型経営サポートシステムを指します。

 

（２）財務状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して31百万円減少し、5,448百万円となりま

した。

流動資産は、前連結会計年度末と比較して25百万円減少の3,722百万円となりました。主な変動要因は、現金及

び預金の増加594百万円、売掛金の減少146百万円、コマーシャル・ペーパーの償還による有価証券の減少499百万

円によるものであります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して５百万円減少の1,725百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末と比較して88百万円減少の660百万円となりました。主な変動要因は、未払法人

税等の減少91百万円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して４百万円増加の408百万円となりました。

純資産は、前連結会計年度末と比較して53百万円増加の4,379百万円となりました。主な変動要因は、利益剰余

金の増加61百万円によるものであります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、営業活動及び保険解約

により得られた資金を、投資有価証券の購入、配当金の支払等で使用した結果、前連結会計年度末に比べて65百万

円増加し、当第２四半期連結会計期間末には2,159百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、225百万円（前年同期比140百万円増）となりました。これは主に、税金等調整

前四半期純利益426百万円の計上、売上債権の減少額146百万円、仕入債務の増加額38百万円、たな卸資産の増加額

53百万円及び法人税等の支払額267百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、32百万円（前年同期比31百万円増）となりました。これは主に、定期預金の払

戻による収入256百万円、保険積立金の解約による収入135百万円、投資有価証券の取得による支出149百万円、定

期預金の預入による支出224百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、191百万円（前年同期比15百万円増）となりました。これは主に、配当金の支

払額188百万円によるものであります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、42百万円であります。

EDINET提出書類

株式会社アジュバンコスメジャパン(E27016)

四半期報告書

 6/19



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月20日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年10月30日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,855,200 7,855,200
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数100株

（注）

計 7,855,200 7,855,200 － －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成27年６月21日～

平成27年９月20日
－ 7,855,200 － 733,584 － 693,516
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 中村　豊 神戸市西区 1,228,800 15.64

 田中　昌樹 神戸市西区 939,400 11.96

 田中　順子 神戸市西区 600,000 7.64

株式会社Ｔ・Ｎソリューション 神戸市西区美賀多台３丁目４－５ 600,000 7.64

株式会社ボンニー 神戸市西区樫野台６丁目10－４ 600,000 7.64

JPMCC CLIENT SAFEKEEPING

ACCOUNT

（常任代理人　シティバンク

銀行株式会社）

THREE CHASE METROTECH CENTER,

BROOKLYN,

NEW YORK 11245, U.S.A.

（東京都新宿区新宿６丁目27番30号）

307,900 3.92

アジュバンコスメジャパン従業員

持株会
神戸市中央区下山手通５丁目５番５号 272,086 3.46

日本マスタートラスト信託

銀行株式会社（信託口）　
東京都港区浜松町２丁目11番３号 197,600 2.52

松井　健二 神戸市須磨区 130,000 1.65

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL

（常任代理人　ゴールドマン・

サックス証券株式会社）

133 FLEET STREET LONDON EC４A ２BB,UK

（東京都港区六本木６丁目10番１号　六

本木ヒルズ森タワー）

114,800 1.46

計 － 4,990,586 63.53
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月20日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　7,854,100 78,541 (注)

単元未満株式 普通株式　　　　1,100 － －

発行済株式総数 7,855,200 － －

総株主の議決権 － 78,541 －

（注）完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社の標準となる株式であります。なお、１単元の株式数は、

100株であります。

 

②【自己株式等】

平成27年９月20日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

（株）

他人名義

所有株式数

（株）

所有株式数

の合計

（株）

発行済株式総数

に対する所有

株式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年６月21日から平

成27年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年３月21日から平成27年９月20日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社アジュバンコスメジャパン(E27016)

四半期報告書

10/19



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月20日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,861,692 2,456,418

売掛金 554,173 407,546

有価証券 499,940 －

商品及び製品 584,385 644,058

原材料及び貯蔵品 23,924 17,641

その他 229,000 200,476

貸倒引当金 △4,820 △3,318

流動資産合計 3,748,296 3,722,822

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 768,636 769,146

その他 558,862 561,774

減価償却累計額 △323,719 △342,055

有形固定資産合計 1,003,779 988,865

無形固定資産 45,957 42,265

投資その他の資産   

その他 689,409 701,419

貸倒引当金 △7,454 △6,726

投資その他の資産合計 681,954 694,692

固定資産合計 1,731,691 1,725,823

資産合計 5,479,988 5,448,646

負債の部   

流動負債   

買掛金 146,763 185,187

未払法人税等 235,724 144,647

賞与引当金 96,820 94,860

その他 269,697 235,434

流動負債合計 749,006 660,129

固定負債   

退職給付に係る負債 32,325 35,524

役員退職慰労引当金 329,000 332,499

資産除去債務 25,486 26,522

その他 17,632 14,073

固定負債合計 404,443 408,620

負債合計 1,153,450 1,068,750

 

EDINET提出書類

株式会社アジュバンコスメジャパン(E27016)

四半期報告書

11/19



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月20日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 733,584 733,584

資本剰余金 693,516 693,516

利益剰余金 2,892,952 2,954,392

株主資本合計 4,320,053 4,381,493

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △605 △9,609

為替換算調整勘定 7,089 8,012

その他の包括利益累計額合計 6,484 △1,597

純資産合計 4,326,538 4,379,896

負債純資産合計 5,479,988 5,448,646
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
　至　平成27年９月20日)

売上高 2,065,705 2,184,585

売上原価 735,360 800,245

売上総利益 1,330,344 1,384,340

販売費及び一般管理費 ※ 988,933 ※ 1,023,205

営業利益 341,411 361,134

営業外収益   

受取利息 1,946 1,685

受取配当金 88 855

保険解約返戻金 985 42,384

受取補償金 － 21,542

為替差益 5,083 －

雑収入 485 2,034

営業外収益合計 8,589 68,502

営業外費用   

支払利息 － 43

保険解約損 240 3,369

為替差損 － 930

雑損失 5 1

営業外費用合計 245 4,344

経常利益 349,754 425,292

特別利益   

投資有価証券売却益 － 1,431

特別利益合計 － 1,431

特別損失   

固定資産除却損 9 583

リース解約損 1,864 －

特別損失合計 1,874 583

税金等調整前四半期純利益 347,880 426,140

法人税、住民税及び事業税 191,267 176,420

法人税等調整額 △23,826 △244

法人税等合計 167,441 176,175

少数株主損益調整前四半期純利益 180,439 249,964

四半期純利益 180,439 249,964
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
　至　平成27年９月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益 180,439 249,964

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,277 △9,004

為替換算調整勘定 △2,399 922

その他の包括利益合計 2,878 △8,081

四半期包括利益 183,317 241,882

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 183,317 241,882

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年３月21日
　至　平成26年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年３月21日
　至　平成27年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 347,880 426,140

減価償却費 42,839 35,588

貸倒引当金の増減額（△は減少） △543 △2,229

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,998 △1,960

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,440 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 3,199

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,999 3,499

受取利息及び受取配当金 △2,034 △2,540

支払利息 － 43

為替差損益（△は益） △5,995 997

保険解約返戻金 △985 △42,384

固定資産除却損 9 583

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,431

売上債権の増減額（△は増加） 109,012 146,626

たな卸資産の増減額（△は増加） △255,184 △53,390

仕入債務の増減額（△は減少） 150,051 38,423

その他 △68,999 △60,406

小計 334,489 490,758

利息及び配当金の受取額 944 2,540

利息の支払額 － △43

法人税等の支払額 △250,850 △267,933

営業活動によるキャッシュ・フロー 84,583 225,322

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △21,385 △10,820

無形固定資産の取得による支出 △3,347 △5,949

投資有価証券の取得による支出 △40,540 △149,762

投資有価証券の売却による収入 － 51,473

定期預金の預入による支出 △74,052 △224,030

定期預金の払戻による収入 50,000 256,000

保険積立金の積立による支出 △15,490 △10,753

保険積立金の解約による収入 4,584 135,389

その他 454 △9,467

投資活動によるキャッシュ・フロー 223 32,078

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 － 350,000

短期借入金の返済による支出 － △350,000

リース債務の返済による支出 △6,759 △3,380

配当金の支払額 △169,474 △188,337

財務活動によるキャッシュ・フロー △176,234 △191,717

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,848 △518

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △86,579 65,164

現金及び現金同等物の期首残高 2,099,805 2,094,601

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,013,225 ※ 2,159,766

 

EDINET提出書類

株式会社アジュバンコスメジャパン(E27016)

四半期報告書

15/19



【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年３月21日
　　至 平成26年９月20日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年３月21日
　　至 平成27年９月20日）

給料及び手当 226,734千円 247,855千円

役員退職慰労引当金繰入額 8,999千円 8,499千円

賞与引当金繰入額 85,734千円 84,284千円

退職給付費用 2,208千円 3,134千円

研究開発費 25,378千円 42,607千円

減価償却費 41,695千円 34,391千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年３月21日
至 平成26年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年３月21日
至 平成27年９月20日）

現金及び預金勘定 2,317,942千円 2,456,418千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △304,717千円 △296,651千円

現金及び現金同等物 2,013,225千円 2,159,766千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年３月21日　至　平成26年９月20日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月18日

定時株主総会
普通株式 170,002 22 平成26年３月20日 平成26年６月19日 利益剰余金

 

２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年３月21日　至　平成27年９月20日）

１.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月17日

定時株主総会
普通株式 188,524 24 平成27年３月20日 平成27年６月18日 利益剰余金

 

２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間（自　平成26年３月21日　至　平成26年９月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成27年３月21日　至　平成27年９月20日）

当社グループは、アジュバン化粧品の商品企画、研究開発、販売及びこれに附帯するサービス業務を営む単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年３月21日
至　平成26年９月20日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年３月21日
至　平成27年９月20日）

（１）１株当たり四半期純利益金額 23.35円 31.82円

（算定上の基礎）   

四半期純利益（千円） 180,439 249,964

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 180,439 249,964

普通株式の期中平均株式数（株） 7,727,400 7,855,200

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 22.87円 31.44円

（算定上の基礎）   

　四半期純利益調整額（千円） － －

　普通株式増加数（株） 164,035 95,057

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年10月30日

株式会社アジュバンコスメジャパン

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　操司　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大谷　智英　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アジュ

バンコスメジャパンの平成27年３月21日から平成28年３月20日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年

６月21日から平成27年９月20日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年３月21日から平成27年９月20日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アジュバンコスメジャパン及び連結子会社の平成27年９月20
日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 

 

（注）１.　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２.　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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